
ふゆみずたんぼは
　　　　　　 土をつくる！
ふゆみずたんぼは
　　　　　　 土をつくる！においしいにおいしい

わらを田んぼ

からだして、

ふつうの田んぼでは…

化学肥料を

いれます。

生きものは

あまりいません。

化学肥料は稲の栄養にはなりますが、他の生きものの栄養に

はならないので、田んぼから生きものが消えていきます。また、

化学肥料は、作るのにたくさんの石油エネルギーを必要とし

たり、田んぼから流れて川や湖を汚すなどの問題もあります。

いな ぶんかい

かつやく びょうき がいちゅう

ふゆみずたんぼでは、いろんな生きものが

稲わらなど分解して、土をつくります。

生きものの活躍でできた土は、病気や害虫に強く、

おいしいお米を育てます。

収穫がおわった田んぼに

水をためます。

ぐうぐう

いきものがじっくりワラを

分解して土をつくります。

ちいさい

冬

田んぼにはいきものが

いっぱい！！

いろんな

春～夏

秋
自然の栄養で育った稲は

おいしいのデス！

生きものがたくさん

いるところがスゴイ！

生きものの力を最大限に使った

「循環型農業」な

ところがスゴイ！
環境への負荷が少ない

　ところがスゴイ！

コメヌカなども投入

田んぼが「湿地」に

なるところがスゴイ！



ふゆみずたんぼには
　　　雑草がはえない！？
ふゆみずたんぼには
　　　雑草がはえない！？

ゆらゆら

ふわふわ

ふわふわ
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ぽろり

ぽろり ぽろり

ゆらゆら

雑草のたね

雑草のたね沈んじゃうよー…

光がこないよー…

トロトロ層

あかいみず

ミジンコやユスリカ、光合成細菌が水を濁らせ、雑草の種まで

光が届かなくなります。アミミドロや浮き草も光を遮断します。

イトミミズがつくるトロトロ層が

雑草の種を埋めてしまいます。

乳酸菌や根粒菌が pHを下げ、

雑草の芽を出させません。

このほか、発酵肥料の散布や二回代かき（発芽除根法）によって

除草剤が全くいらないくなるほど雑草を抑えることができます。
詳しくは、稲葉光國さん（NPO法人民間稲作研究所）による「無農薬有機のイネつくり（農文協）」をご覧ください。

ふゆみずたんぼでは、いろんな生きものが

雑草の生えにくい環境をつくります。
ざっそう かんきょう

稲だって雑草の発芽や生長を抑える

物質をつくっているのです！！



ふゆみずたんぼには
　　　　害虫がいない！？
ふゆみずたんぼには
　　　　害虫がいない！？

ふゆみずたんぼは、益虫を育てて、また、
強い稲を育てて、害虫をよせつけません！

益虫 害虫 ただの虫
害虫を食べるはたらきもの。
ふゆみずたんぼに多いヒミツとは！？

稲を食べる困ったやつら。種類は
少ないけど、ときには大発生！？

害虫でも益虫でもない「ただの虫」。
ふゆみずたんぼではただならぬ働きも！

ふゆみずたんぼは… ふつうの田んぼは…

生きものを育てるふゆみ

ずたんぼには、ただの虫

がた～っくさん！だから、

ただの虫を食べる益虫も

数が多くて、害虫の発生

を抑えます。田んぼ一面

にはるクモの巣をみれば

納得です！

生長したじょうぶな苗

を２～３本ずつ植える

ので、害虫が利用しに

くく、ほかの病気や冷

害にも強く、倒れにく

くなります。

ただの虫 害虫

益虫

育てる

育てる

抑える

抑える 育てない

育てない

抑えられない

育てる

益虫が多い！！ 益虫が少ない…

冬は乾燥して、生きもの

が育つ栄養も少ないふつ

うの田んぼには、ただの

虫も益虫も少なめ。稲を

食べる害虫の大発生を抑

える力がないので、農薬

の力を借りなければいけ

ません。

稲がつよい！！ 稲がよわい…

化学肥料に頼りすぎると、稲が

「窒素の過剰吸収」や「アミド態

窒素の蓄積」といったことを起

こし、害虫がよって来ます。

まだ生長しきってない

苗を５～８本まとめて

植えるので、害虫に利

用されやすく、冷害や

他の病気にも弱く、倒

れやすくなります。

稲の栄養吸収が「アミノ酸態窒

素」主体となるため、害虫は寄っ

てこなく、お米の食味やミネラ

ルバランスまでよくなります。

えきちゅう

がいちゅういね

害虫だって、数が少なければ「ただの虫」



ふゆみずたんぼは
　　　　宮島沼を救う！？
ふゆみずたんぼは
　　　　宮島沼を救う！？

まわりにふゆみずたんぼができれば、

宮島沼がこれ以上乾燥するのを防げ

ます。ふゆみずたんぼは化学肥料を

使わないので、水も汚れません。

栄養たっぷりの宮島沼の水を田んぼに

つかえば、おいしいお米もできて、田

んぼの生きものも豊かになって、宮島

沼も生きかえって、一石三鳥です！

昔の宮島沼は、

今よりひとまわりも大きく、わき水も

あって、水は飲めるくらいに、とっても

キレイでした。

今の宮島沼は、

わき水はなくなり、乾燥してどんどん

小さくなっています。水の流れもなく

なって、富栄養化しています。

マガンもおいしい ふゆみずたんぼ

宮島沼にたくさんのマガンがくるのは、まわり

のひろ～い田んぼに、マガンの大好物である落

ちモミがたくさんあるからです。今、田んぼでは、

秋のうちにワラを集めてしまったり耕したりし

てしまうので、マガンの食べ物がなくなってし

まい、春に宮島沼に飛来するマガンの数が減っ

ています。さらに宮島沼がこのまま小さくなっ

キラキラたぷたぷ しわしわ

しょぼーん

やったね

ふぅ…

じわじわ

ていけば、マガンは宮島沼からいなくなってし

まうでしょう。そこで、こうした問題を解決で

きるかもしれないと、今ふゆみずたんぼに注目

しています。もし宮島沼のまわりでふゆみずた

んぼができるようになったら、ぜひそのお米を

食べて、宮島沼とマガン、そしてそれを支える

地域の農業を応援してください。






